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《学校教育目標》
心身共に健康で 自己実現に向け 学び合う生徒の育成

【体育大会】
今年、大きく変わった行事としてあげられるのは、

「体育大会」です。２年前の生徒総会で、生徒か
ら「体育大会の種目を増やしてほしい。」と要望が
ありました。
昨年度までは、陸上競技大会形式で、大縄跳びやボール蹴りレース以外は、陸上競技種

目中心で行っていました。平日半日開催は変更せずに、新しい種目の追加は難しく、抜本的
な見直しも含め、検討を重ねてきました。
今回、大切にしたことは、第１に良い行事にしたいという子どもたちの「やる気」です。第

２に体育的行事を通じて、「仲間と協力」する大切さを学ぶこと。そして第３に「やる気」を持
ち「仲間と協力」することで「達成感や充実感」を味わうことです。
その結果、陸上競技の個人種目を大幅にカットし、バンブーサーフィン、大縄跳び、綱引

き、スウェーデンリレーの団体種目を充実させました。また、ＰＴＡ種目も復活しました。
初めての種目もありましたが、練習を積み重ねていく間に、少しずつ成長していたのが、

記録を狙う気持ち以上に「みんなと一緒に練習している時間が楽しい」と感じている子がたく
さんいたことです。体育大会終了後の感想でも、「負けたけど楽しかった。」というフレーズ
がたくさんありました。

【修学旅行】
初めての宿泊！学校生活の中でメインとなる修学旅行ですが、今年の３年生は、コロナ禍

の影響で、小学校の修学旅行をはじめ宿泊行事
を実施することはできませんでした。日帰りの校
外学習に行ったとしても、バスレクさえできなか
ったと思います。
修学旅行当日は、雨天でのスタートでしたが、

３日間の行程を事故なく過ごすことができました。
多くの思い出を胸に刻んだことと思います。特に
素晴らしかったことは、どの見学場所でも集合
時刻が守られたお陰で、次の活動に余裕ができ
たことです。限られた時間を有効に使う大切さを
学びました。

ホームページ http://www.edu.city.asahi.chiba.jp/jhs-unakami

☆陸上競技部 加瀬 奏陽さん（３年）
７月６日（土）、７日（日）に行われた

全日本中学生通信陸上競技大会千葉県
大会におい

て、男子走幅跳に参加し、３本目の跳躍で６ｍ９９（第１位）の
記録を出し、全国大会標準記録６ｍ５５を突破しました。８月１７
日から福井県で行われる全国大会及び８月７日から東京都で行
われる関東大会に出場します。

☆野球部 江波戸 健さん（３年）☆
５月４日（土）に千葉県中学生選抜野球大会ＫＣ杯に東総選抜の一員として、準優勝する

ことができました。８月３日から岩手県で行われる第７回全国中学生野球大会に出場します。

本年度のＰＴＡバレーが５月から活動をスター
トしました。昨年度は、本校の歴史上初めて、
東総地区で優勝し県大会に出場しました。
目指すは、東総２連覇！県大会１勝！です。
旭市内大会は８月２５日総合体育館です。応援

お願いいたします。

本年度からＰＴＡ活動の一つである交通当番の方法が新しくなりました。
【従来】
・ＰＴＡの校外補導部の役員の皆さんが年間１０回（毎月１回）の朝の交通当番として活動
・学校から毎回担任副担を含め１２名が参加

【課題】
・役員さんのみに負担がかかった。
・朝の登校時に担任が当番のため学級に不在となる。

【対応】
・回数を９回に減らす。
・役員の業務を減らす。（協力いただいた会員の受付業務と当番活動１～２回）
・担任は、当番をせず生徒を教室で迎え、副担のみで当番を割り振る。
・年間１回のみ会員の皆さんに協力をいただく。（９回を各クラスに割り振り当番日を設定）

【方法】
・各クラスに割り振られた当番日の１週間前にｔｅｔｏｒｕを通じて参加の有無について確認し
ます。都合のつく方のみで大丈夫です。詳細については、ｔｅｔｏｒｕ５月９日 18:00 配信の
内容をご確認ください。

裏面に夏の総体前までの結果が掲載されています。

わいせつセクハラ行為を含む不祥事根絶に向け、職員一同しっかり

と取り組んでいきます。 本校では、生徒が一人で抱え込まず、す

ぐに相談できる相談窓口を設置しております。おかしいなと思った

らすぐ相談をお願いします。

【相談員】教頭 佐久間光億・養護教諭 岩井菜摘


